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Abstract 


An immuno-epidemiological study on toxoplasmosis was made by examing HA 
antibody among inhabitants and domestic pigs in Haebaru District which is situated at 
southern part of Okinawa Island. And 585 inpatients suffered from various kind of 
diseases including enceyhalitis and menigitis were also tested in relation to their clinical 
systems. The purpose of the present study is to make clear the present status and 
mode of the infection among residents of farm district in Okinawa. 

Viewing the results obtained from 858 pupils of Haebaru Junior High School, there 
was found a significant difference in distribution of positive reactions among the student 
groups in 12 minute communities where they are living. The positive rates varied 
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from 22.2 per cent in Kamisato to 4.8 per cent in Arakawa. 

Whole population was tested at two communities, a pig farm, Kamisato and 
another vegitable focality, Yamakawa. The positive reactors were demonstrated in 
34.4 per cent of the population at Yamakawa and in 49.3 per cent at Kamisato where 
the domestic pigs were also highly sensitized. 

The cumulative frepuency distribution curves of positive reaction by age in these 
communities revealed the up-ward curve as increase of age reaching its critical level 
at their school age. Therefore, this is indicative that the infection of toxoplasma in 
man usually occures in younger generation. 

HA antibody was demonstrated in 18.8 per cent of 346 domestic pigs in Kamisato. 
The percentage of positives and its antibody titer are different by sexes, body weight 
and species. Generally speaking, it is higher in female and mature pigs. ^ Chester, a 
species of pig, may be more sensitive against toxoplasma infection. 

Geographic distribution of the positive reactors among the inpatients of Okiniwa 
Red Cross Hospital apparently biased in the patient group from southern part fo 
Okinawa main island and islet areas. In the patients diagnosed to be encephalitis, 


meningitis or patients with headach complaints, HA antibody was demonstrated in 


higher rates and in high titers. 


緒 


沖縄 に お ける トキ ソプラ スマ 症 の 研究 に つい て は , 
町 田 が , 1989 年 に チア ノー ゼ , 肺炎 , 脳神経 症状 を 星 
し た 屋 部 村 の 病 豚 か ら 初 め て トキ ソプラ スマ 原虫 を 分 
離し て 以来 , 家畜 衛生 研究 所 の 島袋 (1961) , 本 永 
(1662) , 与 那 Q956) , 当山 1961) , 吉田 (1962) 
ら に よっ て 主として 豚 , 山羊 , 羊 な どの 家畜 に つい て 
トキ ソプラ スマ 抗体 保有 状況 の 検索 が , すす め ら れ 
その 結果 これ ら の 家畜 特に 豚 に Sabin-Feldman dye 
test 64x を 示す も の が 40 多 前 後 を 占め か な り 高 い 抗 
体 保有 率 が 存在 する こと が 報告 きれ て いる . 

一 方 と ト に 関し て は 与 那 (1986) , 島袋 (0961) , 
502, 3 の 報告 が ある が 系 統 的 な 調査 は 未だ な い . 
1962 年 著者 ら は 結核 性 髄 膜 炎 の 隅 床 像 を 呈し た 8 FO 
女児 の 髄 液 か ら 初 め て トキ ソプラ スマ で 原虫 を 分 離す る 
こと に 区 成功 し , 沖 編 本 島 に も ヒト の トキ ソプラ スマ 症 
が 存在 する こと を 確認 報告 し た . 


検 E 


トキ ソプラ スマ 抗体 検出 の 指標 と し て 赤 血 奈 遂 集 反 
応 (以下 HHA と 略 ) を 実施 し た . Mbe LIOF 
案 よ り 採 血 し 東洋 濾紙 スト リッ プ 型 (CLH) の 吸血 部 
に 血液 を 浸 み こま せ , RE, 吸血 部 を 細 切 し O.6mé 


Tij 


沖縄 の 農村 で は 古来 専業 又は 副業 と し て 養豚 が 盛ん 
で あり , 又 当 地 に お ける 食 習慣 と し て 一 般 家庭 で も 豚 
肉 が 食用 に 供 さ れる 機会 が 非常 に 多い . 更に 周知 の 如 
く ト キソ プラ スマ 原虫 の と ト へ の 仮想 感染 源 と し て 現 
在 豚 が 最も 重視 され て いる . 従っ て 沖縄 に お いて 人 や 
豚 の トキ スプ ラス 感染 の 疫学 相 を 明らか に する こと 
は 極め て 重要 な 意義 を 有する ゃ もの と 思わ れる , 

著者 は 1968 年 8 月 沖縄 本 鳥 南 部 の 一 工 村 で ある 南 
風 原村 の 中 学生 全員 , 及び 2 つの 部 落 で , LER LM 
育 中 の 豚 を 対象 と し て トキ ソプラ スマ 抗体 保有 状況 を 
調査 し トキ ソプラ スマ 感染 の 実態 を 明か に する と 共 
に , 疫学 の 面 か ら 感 染 の 時 期 や 感染 源 解明 へ の 手 が か 
り を 得 よ うと 試み た . 本 報 で は その 概要 を 報告 する . 
久 著 者 が 勤務 し て いる 沖縄 赤十字 病院 に 入院 し た 患者 
を 対象 と し て 実施 し た トキ ソプラ スマ 抗体 保有 状況 の 
調査 成績 も 併せ て 述べ る . 


方 法 


DARRER (PH 7.2) に 室温 で 24 時 間 浸 漬 し , dE 
iE C1:16)0.2m を と り , ECEBCCI:16 1: 
256, 1 :1024, 1 :4096 …… の 如く 4ER 1T 
な っ た . 各 稀 釈 液 に 栄 研 化学 株 式 会 社 製 感 作 血球 液 
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0.05m€ を 加 を , 充分 捜 失 し た 後 , 室温 に 一 夜 放 置 し 判 
定 し た . 又 入 院 患 者 に つい て は 静 及 和 面 を 56C, 30 分 非 


成 


I. 南風原 村 に お ける 住民 及び 豚 の トキ ソプラ スマ 
HA 抗体 保有 状況 


1 . 南風原 村 の 概要 

南風原 村 は 沖縄 本 島 の 南部 に 位置 し , 那覇 の 東南 方 
約 6km の 地点 に あっ て , 東 は 与那原 村 , 南 は 大 里村 と 
東風 平 村 に 蹴り , 西 は 豊見城 村 並 びに 旧 真 和志 村 に 接 
し , 北 は 那覇 市 首 里 に 接続 し て いる 村 で , 12 部 落 か ら 
な り , 村 の 北東 方 即ち 宮城 安里 父 原 を 源 と し 北 半 分 の 
中 央 部 を 廷 曲 型 を な し て 流れ る 国 場 川 の 支流 と 豊見城 
村 及 び 東 風 平 村 と の 境 を 国 場 川 が 流れ て いる . 東西 南 
北 共に 他 市 町 村 に か こま れ て 海 に 面 し な い 村 で ある . 
地勢 を 見 る と 村 の 中 央 部 験 金森 か ら 去 西 津 嘉 山 を 連ね 
る 山野 が 超 伏 し , 北 の 新川 部 落 は 首 里 に 接し , 高台 と 
な っ て いる . WBOZZda gy ERO PC dE 
し て 肥 添 な 土地 で ある . 本 村 の 面積 は 1170 平 方 , 人 口 
10074 名 , 総 戸数 1892 戸 , うち 1395 戸 は 農家 で 占め らち 
れる 純 農 村 で ある . 平均 気温 (昭和 42) 1 月 15.3 で , 
8 月 28.3C, 年 間 降水 量 (昭和 42 年 ) 178mm で 曲 型 
的 な 亜熱帯 の 気 師 で ある . 作物 別 面 積 は 甘 庶 597417 
ー ル , HFR 426 ア ー ル , 野菜 9375 ア ー ル , 家畜 は 豚 
3443 頭 , 乳 生 244 頭 , 肉 用 牛 44 頭 , 馬 26 頭 , 山羊 105 頭 , 
鶏 23319 羽 が 飼育 され て いる . 本 村 の 文化 製品 を みる 
と 夫々 テレ ビ 1.3 世 帯 , ラジ オォ 1.5 世 帯 , 洗濯 機 2.5 世 
帯 , 冷蔵 庫 5.1 世 帯 , 電話 37.1 世 帯 に 各 1 AChE 


H 


栄二 


働 化 し , 同 量 の 羊 血球 に て 2 10C に 一 夜 放置 し て 吸 
収 後 上 述 の 方 法 に 準じ H A を 実施 し た . 


績 


2 . 南風原 中 学生 徒 の H A 検 査 成績 

南 風 中 学生 計 888 名 に つい て H A を 実施 し た と ころ , 
表 1 の 如く HA 抗 体 価 64x 以上 を 示し た も の は 1244 
(14.522) で , 256x 以上 の も の は その うち 5950 名 (5.8 
25) で あっ た . 男女 別に みる と 64x 以 上 は 夫々 は 64 名 
(15.222) 60 名 (13.7%) , 256x 以 上 夫々 24 名 (5.7 
26), 26 名 6.9%) で いずれ $ ふ 両者 間 に 有 意 差 は な い . 
LETA 1 例 で は 4096 x の 高い 抗体 価 を 示し た . 学年 
別 で は 抗体 保有 率 が 1, 2 年 で 夫々 01.322, (6.4 
26) で ある の に 比べ 3 年 生 で は (28.920) を 示し , H 
か に その 率 が 高く , し か も ゃ , 抗体 価 の 高い も ゃ の が 増加 
し て いる . 

64x 以上 の 抗体 保有 率 を 生徒 が 居住 する 12 部 落 別 に 
みる と 表 2 の よう で , その 率 は 大 部 分 が 10 を 以上 示し 
て いる が , その うち で 最低 は 新川 地区 の 4.8 (21 名 
中 1 名 ) , 最高 は 神 里 の 22.2 (81 名 中 18 名 ) で , 各 
部 落 の 間 に は 抗体 保有 率 の 差 が みみ られる. 一 般 に 保有 
率 の 高い と ころ で 抗体 価 の 高い も の が 多い . 部 落 別 に 
飼育 家斉 数 と HA 抗 体 保有 率 と の 関係 を みる と 表 3 の 
如く 両者 の 間 に は 明らか な 相関 は みとめ られ な い . X 
中 学生 の ツ 反 応 陽 性 者 と の H A 抗 体 保有 率 に は 有意 差 
は 証明 され な か っ た . 


3 、 神 里 , 山川 両 部 落 住 民 の H A 検 査 成績 
前 述 の 南風原 中 学生 徒 の H A 抗 体 検査 の 結果 , HA 


本 島 で は 中 程度 の 農村 と いえ よう . 抗体 保有 率 が 22.1 多 と 高かっ た 神 里 部 落と 10.8 め と 比 
Table 1 Result of HA test performed on students of Haebaru Junior High School 
No. of | 
0. 0 

Sex Examined (—) 64X 256X 1024X 4096X < 64X <256X 
Male 421 357 40 20 3 1 64(15.2) 24( 5.7) 
Female 431 371 34 24 2 60(13.7) 25( 5.9) 
Total 858 734 74 44 5 1 124(14 .5) 80( 5.8) 
Age 

13 288 196 62 21 3 92(31.9) 30(10.4) 

14 289 241 30 11 4 3 48(16.6) 18( 6.2) 

15 281 144 65 45 26 1 137(48.8) 72(25.6) 

l 


aats 
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Table 2 Geographic distribution of positive reaction among student groups in their home village 


Village bonn (—)  64X 256X  1024X 4096X| 64X <256X 
Kamisato 81 63 8 8 1 1 18(22.2) 10(12.3) 
Kanegusuku | 53 43 4 5 1 10(18.9) 611.3) 
Ona | 20 17 1 2 305.0) 2010.0) 
Teruya 57 47 5 4 1 10(17.5) 5( 8.8) 
Miyahira 53 48 5 3 8(15.1) 3C 8.7) 
Yonaha 58 49 6 2 1 9(15.5) 3C 5.2) 
Tsukazan | 230 201 18 10 i 29(12.6) 11( 4.8) 
Motobu 48 36 7 2 | 9(20.0) 2( 4.4) 
Kyan 100 90 6 4 | 1010.0) 4( 4.0) 
Miyagi 75 l 65 7 3 10(13.3) 3( 4.0) 
Yamakawa 65 58 6 1 7(10.8) 1( 1.5) 
Arakawa 21 20 1 1( 4.8) 0 

Total 858 734 74 44 5 1 124(14.5) 50( 5.8) 

C 3:25 
Table 3 Age distribution of positive reactor in communities 
Yamakawa Kamisato 
No. of No. of 
Age Exominéd 64X <256X Examined =64X 256X 
~ 40 1332.5) 0 63 29(46.0) 5( 7.9) 

5 ~ 97 24(24 .7) 1C 1.0) 113 53(46.9) 20017; 7) 

10 — 19 186 60(33.3) 2€ 1.1) 164 87(53.0) 34(20.0) 

20 — 29 | 34 9(26.5) 0 24 13(54.2) 416.7) 

30 — 39 90 32(35.6) 6C 6.7) 58 28(48.3) 10(17.2) 

40 — 49 47 23(48.9) 1C 2.1) 49 25(51.0) 612.2) 

50 ~ 59 41 18(43.9) 6(14.6) 36 19(52.8) 9(28.0) 

60 — 39 18(46.2) 4(10.3) 49 20(40.8) 264.05 

Total 574 197(34.3) 20( 3.5) | 556 274(49.3) 90(16.2) 

t5 
較 的 低かっ た 山川 の 両 部 落 で , 全 住 民 を 対象 と し て と 前 者 に 比べ 低 率 で あっ た . 男女 別 の 抗体 価 保有 率 


H A 抗 体 価 を 調査 し た . 両 部 落 の 概況 は 表 4 に 示す よ 
うに , 共に 純 農 村 で ある が , 神 里 で は 豚 940 頭 , $8 
2626 羽 , 養豚 や 養 半 が 生計 の 中 心 で あり , 一 方 山川 で 
は 豚 18 頭 , 鶏 4 羽 と 前 者 に 比べ 家畜 の 飼育 数 が 少な く 
野菜 作り の 農家 が 大 多数 を 占め て いる . HA 抗 体 価 の 
検査 成績 を みる と , 柚 里 で は 検査 例 数 556 名 , 64x 以 
上 の 抗体 価 を 有する も の は 274 名 , 49.3, 49.3, 256x 
以上 90 名 , 16.2 を で あっ た . 一 方 山川 で は 検査 例 数 
874 名 , 66x 以 上 197 名 , 34.3%, 286 x 以上 20 名 , 3.5 


を みる と , 神 里 で は 64x 以 上 , 554.122, 女 45.3%, 
256x 以上 は 男 4.6 多 , Xx 2.6 で 両 部 落 共 女 に 比べ 男 
に 高 率 で ある が , 両者 間 に 有 意 差 は な い . 

年 令 別 に みる と 表 3, 図 1 の よう で 両 部 落 共 年 令 の 
上 昇 と 共に 抗体 保有 率 の 増加 が み ら れ る . KMET 
256x 以上 の 抗体 価 の も ゃ の が 4 オオ 以下 で 既に その 年 令 
AOD 7.9%% に 出現 し て いる の に 対し , 山川 で は 各 年 
令 層 共 神 里 に 比べ 抗体 保有 率 が 低く , 256x 以 上 を 示 
す も の は 5 て 9 才 台 に 初め て 出現 し て いる . XT 
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共 60 才 人 台 に な る と 抗体 保有 率 が や や 低下 する 傾向 が 和み 
られ る . 

64 x 以上 を 示す 陽性 者 の 年 令 別 累積 度数 分 布 曲線 を 
みる と , 図 1 に 示す よう に 4 才 ま で に 神 里 で は 46.0 シ , 
山川 で も 32.5 と 共に ピー ク に に 近い 価 に 達し , 以後 年 
令 が 上 昇 し て も 曲線 は 横ばい の 傾向 が みとめ られ , n 
部 落 共 トキ ソプラ スマ て の 感染 は 低 年 令 層 で 既に み ら れ 
る こと を 示唆 し て いる . 次 に 家族 集積 性 を みる た め に , 
両 部 落 で 64x AED H A 抗 体 価 に つい て 各個 人 が 感染 
する チャ ンス は 同一 で ある と いら 仮定 の 下 に 算出 され 
た 理論 値 と 観測 値 を X2 法 分 布 に 徒 っ て 検討 し た が , 
両者 間 に 有 意 差 は 認め られ な か っ た . 従っ て 両 部 落 に 
お ける トキ ソプラ スマ 感染 に は 家族 集積 柱 は な いと 考 
えら れる . 


4. 神 里 , 山川 の 両 部 落 で 飼育 され て いる 豚 の 検査 
成績 

両 部 落 で 飼育 中 の 豚 389 頭 に つい て H A 抗 体 価 を 検 
査 し た その 結果 表 4 に 示す 如く , 64 x 以上 を 示す も の 
236688, 18.4925, 256x 以上 は 458H. 12.5% R b 
れ た . これ を 部 落 別 に みる と , 神 里 で は 検査 頭数 346 
頭 の うち 64 x 以 上 68 頭 18.8 め , 256 x 以上 4488, 12.7 
る で , 一 方 山川 で は 検査 頭数 13 頭 中 256x 以上 1 頭 7.7 
る を 認め た の みみ で 前 者 に 高 率 で あっ た . 64x 以 上 , 
256 x 以上 共に 両者 の 頻度 に は 有意 の 差 が み られ る . 
神 里 の ブタ で 抗体 価 1024 x , 4096 x の 高い も る の が み 
られ る . 両 部 落 で 飼育 され て る 豚 の 積 別 は , 肉食 用 の 
純系 の ラン ドレ ス , チェ スタ ー, KEHF KFVAL 
チェ スタ ー の 雑種 , 混合 雑種 の 計 4 種 で ある が , 種別 
に 抗体 保有 率 を みる と , 64x 以 上 , 256x 以 上 いずれ 
も , ラン ドレ ス や 混合 雑種 に 比べ べ チ ェ ス ター, 
ドレ ス と チエ スタ の 雑種 の 方 に 高い 傾向 が みみ られ た . 
然し 推計 学 的 に は 有意 で は な い . 体重 別に みる と GE 
5) 抗体 保有 率 は 生 下 後 3 て 4 ヶ月 の 30kg 以下 の 幼 
豚 1738 C0313.4965, 6 7 ヶ月 の 31~70kg の も の 81 
頭 で は 13.229645 0 KÆRI, 70kg 以上 の 成就 
し た 豚 で は 30 頭 36.1 を あと その 率 も 高く 抗体 価 も 2,000 
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Fig. | The cumulative frequency distribution 
curve of the positive reaction by age 
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x--4,096 x に 達する 高い も ゃ の が 多い . 豚 の 性 別 で は 
陽性 率 が , 夫々 , 23.775, 14.2% CHEZE S, 256 
x 以上 は 雌 懇 177 頭 の うち 33 頭 , 18.6 め , 雄 豚 158 頭 の 
らち 10 頭 , 7.5 錠 で 明か に 雄 豚 に 抗体 の 高い も の が 多 
い . 次 に 雌 豚 に つい て 経 産 回 数 と 抗体 保有 率 と の 関係 
を みる と , 無 経 産 の 豚 に 比べ 経 産 の 豚 に 64x 以 上 , 
256x 以上 の 抗体 価 を 有する も の が いずれ も 著しく 多 
く , 特に 3 回 以上 の 経 産 豚 で は 256 x DJ E2385. 7246, 
無 経 産 の 10.6% に 比べ 抗体 価 が 高い . 

ヒト と 豚 の HA 抗体 保有 率 の 関係 を みる た あめ に 神 里 
部 落 住民 に つい て 豚 育 家庭 と 非 飼育 家庭 に 分 け て 夫々 
HA 抗体 価 を みる と , 64x 以 上 の 陽性 者 は 夫々 47 名 の 
うち 21 名 (44.725), 253 名 の うち (40.7%) と 両者 間 
に 差 は な く , 256x 以 上 の 高い 抗体 価 を 有する も の は 


Table 4 Comparison of positive rate and titers in HA test of Pig of Yamakawa and Kamisato 


Pen 


Village cd | (—)  64X  256X 1024X 4096X| 64X <256X 
| i | 
Yamakawa 13 | 12 1 1C 7.722) 16 7.722) 
Kamisato 346 | 281 21 10 15 19 65(18.8%) | 44(2.722) 
| n 
Total 359 | 293 21 10 15 20 66(18.4%) | 45(12.59) 
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Table 5 Difference of HA antibody titer by sex, body weigh and species of pig. 


No. of | > ~~ ~ 
Examined の 64X 256X 1024X 4096X 64X <256X 
Male 155 133 12 3 2 5 2204.2) 10 7.5) 
Femal 177 | 135 9 7 13 13 42(23.7) 33(18.6) 
um uh 7 ROREM Pus cm E - EDI に = 
Total 332 | 268 21 10 18 18 64(19.3) 43(13.0) 
PN. 
・ No. of | 
Species ix ed (一 ) 64X 256X 1024X 4096X <64X <256X 
*L 117 105 3 2 7 12(11.5) 9 8.7) 
C 9 o; 6 2 i 3(33.3) 1411.1) 
| 13 
L4C 228 0 17 16 10 12 5122.4) 35(15.3) 
L+F Sn 5 | 0 | 0 
| | 1 
7 [o 
Total 359 | 293 2 10 18 06 2608.4 | 4502.5 
まし Landress Ce Chester white We i 
Bees The first filial generation LE A mixed breed 
Body weight No f | | 
. 0 c | l 
(KE) | erand (=) 64X 256X 1024X 4096X | 264X | <256X 
o~ 30 | 227 | no 12 2 2 1D oi — 1703.0 SC 3.9) 
31 ~ 70 136 118 5 l 4 8 j 18(13.2) 13 9.6) 
n~ 83 53 4 7 9 10 ^ 3036.1) 26(31.3) 
E a ae c cmi em qs E xc EEE ET E S 5 
Total 346 | 28 21 10 15 19 | 60885 | 44q2.2 
C 3:75 


前 者 3 名 (6.4750 , 後者 87 名 7.1%) と 豚 非 飼育 
家庭 に むし ろ 高 率 で あっ た . 又 豚 飼育 家庭 に お いて 飼 


育 頭数 別に ヒト の 抗体 保有 率 を みた が 一 定 の 関係 は み 


1967 年 8 月 より 1968 年 7 月 まで # 


|. 沖 編 赤 十字 病院 入院 患者 の 抗体 価 検査 成績 


細 赤 十字 病院 に 入 


と め ら れ な い . 院 し た 患者 585 名 に つい て 有 H A を 実施 し た . その 結果 
Table 6 Result of HA test in inpetients of O. R. C. H.* 
*Okinawa Red Cross Hospital 

No. of | 

E amie (一 ) 64X 256X 1024X 4095X 」 z256X 

Male 210 187 38 12 18 15 45(16.7) 

Female 315 235 40 13 17 10 40(12.7) 

585 | 422 78 25 35 25 8514.5) 


C. 23525 
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H A 抗 体 価 64x 以 上 163 名 (27.922) "C286 x 以上 を 示 
す も の は 表 6 の 如く 85 名 04.5272) で ある . これ を 神 
里 ・ 山 川 両 部 落 の 一 般 住民 の 成績 1130 名 の らち 110 名 

(9.725) に 比べ る と や や 高 率 で あっ た . 男女 別に み 
る と , 男 270 名 の らち 45 名 , 16.725, 女 315 名 の ち 40 名 , 


M^, 


低 値 を 示し た が , 一 方 脳炎 , RREO AFET 


Table 7 Geographic distribution of the 
positive reaction among inpatients 
of O. R. C. H.* 


1.7Mc*ebNEICde. HübklRRuRETO I DUEB C res ^ | Examined | SOX | 2256X 
者 の 居住 地 別 に 分 け て みる と , 64x 以 上 を 示し た も の 
が 中 部 北部 地区 で 夫々 19.5 多 。15.6 和 で ある の に 比 South 434 139(30,4J | 2161624) 
べ で 南部 及び 離島 で は 夫々 30.4%. 28.1% 5l, X Central 87 | 1709.5| 9030.3) 
256x 以上 を 示し た も の に つい て も ゃ 中 部 , 北部 で 夫々 North 32 5(15.6) | 2( 6.3) 
10.326, 6.376, 南部 及び 離島 で は 夫々 16.4, 9.476 Islet 32 9(28.1) | 3( 9.4 
と 高 率 で あっ た . : 
疾患 別に みる と 実 8 の 如く , 内 分 泥 疾 患 , 新陳代謝 Total 585 163(27.9) | 85(14.5) 
疾患 , 血液 疾患 ,。 リンパ 腺 疾患 , 末 格 神経 系 疾患 , 消 C ya% 
化 器 疾患 等 で は 256 x 以 上 の 抗体 保有 率 は 10 以 下 の * Okinawa Red Cross Hospital 
Table 8 Result of HA test in inpatients of O. R. C. H.* 
Name of disease | C=) 64X 256X  1024X 4096X z:256X 
Endrocrine disorders 3 2 l 0 
Metabolic disorders 10 | 8 2 0 
Disorders of blood 6 | S H Q 
Disorders of circulation 102 77 11 4 7 3 1413.2) 
Disorders of genitourinary tract 37 27 6 1 2 1 4(10.8) 
p of gastrointestinal 36 29 4 2 1 3( 8.3) 
Disorders of respiratory tract 40 29 4 2 3 2 7(17.5) 
xs of liver and biliary 22 13 4 1 3 1 5(22.7) 
Disorders of movement 24 19 2 2 T 3(12.7) 
Disorders of peripheral nerves 21 16 3 1 1 2( 9.5) 
Cerebral vascular disorders 10 8 2 2(20.0) 
Lymphatic disorders 13 9 3 1 1( 7.7) 
Infectious diseases 32 24 4 2 2 ACIQ 5) 
Disorders of eye 6 4 ii 1 CIO. 4) 
Head ache 179 121 30 8 1 13 28(15.6) 
Encepharomeningitis 11 5 2 2 2 4(36.4) 
Abortion and immature delivery 9 6 1 2 3(33.3) 
Others 24 20 3 Į 4(16.7) 
Total 585 422 78 25 35 25 85(14.5) 


* Okinawa Red Cross Hospital 
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Table 9 25 cases of patients having high antibody titer more than 4096X 


Cases | Age Sex Clinical diagnosis | Cases Age Sex Clinical diagnosis 
| | 
1 16 F | Head ache | 14 | 50 M Hepatitis,Optic atrophy 
2 17 F Head ache 15 50 M Hypertension 
3 22 M Head ache 16 53-4 E | Head ache,Gastroptosis 
| | Herd ache, Chronic 
4 23 F Head ache | 17 94 F nephritis 
5 26 | F Head ache | 18 SS M Head ache 
6 28 M | Malaria 19 57 | M Hepatitis 
1 30 M Migrai e 20 59 M Ischias 
Bronchial asthma, 
8 39 F Head ache 21 | 60 M | Typhoid fever 
9 40 F Head ache 22 | 60 M Head ache, Gastritis 
10 43 M Acute nephritis 23 66 F Hepatitis 
Rheumatoid arthritis, : 
ll 43 F Ovarian cysts 24 69 | M | Pulmonary RRS 
12 43 M Hypertension | 25 70 M Head ache, Gastritis 
13 43 | M Hypertension | 
M : Male, F: Female, 
OKE 5 A IBRRODUERB EVA DEFUI. 頭痛 を 訴 EX c. 


える 患者 179 例 に つい て みる と , 256x 以上 の も の が 
28 例 (15.620) 認め られ る . その らち 13 例 (46.492) 
は 4096 x の 高い 抗体 価 を 示し て いる . 全 患 者 の な か で 
4096 x の 高い 抗体 価 を 有する 25 例 の 過半 数 が 頭痛 を 訴 
えて いる . 表 9 は 抗体 価 の 4096x 以上 を 示す 症例 の 一 


総 — dá 


沖縄 の トキ ソプラ スマ 症 に 関し て は 必 場 徒 業 員 GE 
那 1961) , 精神 病 や 日 脳 加 者 (島袋 1962) に Sabin- 
Felbman 色素 試験 が 行わ れ , 次 いで 著者 ら (1962) 
が 結核 性 髄 膜 炎 と 診断 され た 患者 か ら は じ め て トキ メン 
プラ スマ 原虫 を 分 離 報告 し て いる . し か し 沖縄 に 於 け 
る その 詳し い 分 布 に つい て は まとまっ た 報告 は ほとん 
ど な い . 

著者 は 前 述 し た 様 に 沖縄 本 島 南 部 の 一 農村 の 住民 用 
び 飼 育 ブ タ , 更に 赤十字 病院 入院 患者 を 対象 と し て 
HA 抗体 の 保有 状況 を 調べ これ を 疫学 的 見 地 か ら 沖 縄 
に お ける 本 態 感染 の 実態 を 解明 し よう と 試み た . 

先 づ 南風原 中 学校 生徒 858 名 に つい て 行っ た 試験 で 
は 抗体 価 64 x 以上 124 名 14.5 欠 の 抗体 保有 が みみ られ た 
が , これ を 生徒 の 居住 地区 別に わけ て みる と , 神 里 の 
22.2 を 筆頭 に , 最低 新川 の 4.8 を が 示す よう に 大 き な 
RAZNA bh, 村内 12 の 部 落 の 間 に 流 行 の 著しい 濃 
湊 が ある こと が 用 わ れる . 

人 に 於 ける トキ ソプラ スマ の 抗体 保有 率 が 地域 に よ 


次 に 患者 に つい て 豚 飼 育 と の 関係 を みる と 豚 飼 育 家 
E 140 名 の らち 18 名 02.9%) , ブタ を 飼っ て いな い 
家庭 で は 448 名 の らち 67 名 (15.122) に 夫々 286x 以 上 
の 抗体 保有 が み ら れ 前 に 述べ た 南風原 村 で の 成績 と 蜂 
々 同様 の 結果 を 得 た . 


5 R 


り 差 が ある こと は 既に 先輩 諸家 の 報告 に 見 られ る と こ 
で ある . 例え ば Feldman(1965) は 米国 陸軍 の 新兵 に 
つい て , Ludlam(1965), Ludlam & Somers (1966), 
は アフ リカ の 20<330 才 の 男子 の 集団 で , X Mitdvedt 

(1965) は ノー ルウ ェ イ の 子供 に つい て 色素 試験 を 行 
い , その 陽性 率 が いずれ も 地域 的 差異 が ある こと を 誰 
め て いる . 

Welton (1966) ら は ペナ テマ の 学童 で 艇 光 抗 体 法 を 
行い , その 陽性 率 が 居住 地 の 標高 が 高く な る と 低下 す 
る こと を みて いる . その 他 表 10 に 諸家 の 報告 の 一 部 を 
掲げ た が , 一 般 に 抗体 保有 率 は その 土地 の 気候 , 地理 
的 条件 と 関係 か あり , 温帯 より も 熱帯 地 に 高く , 降雨 
量 , 標高 , 生活 様式 に よっ て る ゃ も 影響 され る こと が 論 ぜ 
られ て いる . し か し な が ら 著 者 が 対象 と し た 南風原 村 
と 云う せま い 村 内 の 近接 し た , し か も 地形 的 に も それ 
ほど の 佑 い が 見 出せ な い 部 落 の 間 に 抗 体 保有 率 の 大 き 
な 差 が み ら れ る こと は 注目 され る . 

中 学校 生徒 の 成績 で 22.2 の 抗体 保有 率 を 示し た 神 
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Table 10 Incidence of cytoplasm-modifying toxoplasma antibodies in various populations 


2; | Screening dilution 
Group Age range Total sera Positive | (initial dilution | Author 
| of serum) | 
Temperate areas | | 
Lincolnshire | 
rural adults 505 36 1/8 Beattie( 1957) 
urban adults 599 22.5 1/8 | ” 
| | Feldman and 
Portland, Oregon 20—29 40 ZEN 2 1/16 Miller(1961) 
French and 
Toronto 20—29 45 19.8 1/16 Fish(1956) 
'Tropical areas 
| Feldman and 
Honduras 20—29 37 | 81 1/16 Miller (1956) 
Tahiti 20—29 20 70 neat ク 
・ Gibson and 
Costa Rica 20—29 40 85 neat Coleman(1958) 
Guatemala (1000 ft) 20—29 | 31 83.9 naet の 2 
s | Lunde and 
Trinidad 20—29 34 52.9 1/16 Tacobs(1959) 
Queensland, low rain 
fall area (West) adults 506 28 1/16 Cook(1959) 
Queensland, low rain 
fall arca (West) adults 95 | 15 1/16 " 
Papua mainly adults 83 23 1/16 | " 
Niger Delta 20— 29 62 64.5 1/4 Ludlam(1965) 
Tabongh (Niger delta) | ^ adults 19 57.8 1/ 4 7 


時 と 10.8 あ の 出川 の 両 部 落 で 住民 の 全員 に つい て 調べ 
る と , 64X 以 上 の 抗体 価 を 示し た も の は 夫々 49.3 多 , 
34 .3 で 生徒 の それ と 略 同様 の 陽性 率 の 差 が み ら れ る . 
し か も 神 里 で 抗体 価 の 高い も の が 多く な っ て いる . 中 
学校 で は 男女 を 通じ , 1, 2 年 より 3 年 生 に 格段 に 高 
い 陽 性 率 が み ら れ る . 神 里 , 山川 の 住民 全員 か ら 得 た 
成績 を 年 代 に よる 集積 を と っ て みる と , 9 才 迄 夫々 , 
46.625, 27.0 の 陽性 率 を 示し , 集団 全部 の 平均 値 に 
近い 値 が 得 ら れ , その 后 は 横ばい の 曲線 を 示し て いる . 
概ね H A 抗 体 の 産生 は 少く と も 中 学校 学童 期 の 若い 年 
令 層 で お こる こと が 用 わ れる . 

叉 抗体 価 の 年 令 分 布 を みて も , 神 里 で は 286x 以 上 
の も の が , 4 才 以 下 で 既に その 年 令 人 口 の 7.7 め , 9 オ 
迄 に 14 .2 に 達し , 山川 と 比較 し て トキ ソプラ スマ っ 感 
抹 の 機会 及び 感染 の 濃度 が 高い こと が 想像 され る . d 
部 落 共 男女 間 の 陽性 率 の 差 が な く , 又 そ の 家族 集 性 も 
証明 出来 な い . 両 部 落 の 家畜 飼育 状況 を みる と 抗体 保 
有 率 の 高い 神 時 は 養豚 養鶏 が 生計 の 中 心 を 占 , 飼育 す 
る 豚 の 数 も 346 頭 で 非常 に 多い . これ と ひき か えて 山 


川 は 野菜 裁 培 の 農家 が 大 分 で , 家畜 数 も 少く 養豚 家庭 
は 一 戸 , 13 頭 に すぎ な い . 更に ブタ の HA 抗 体 保有 状 
況 を みる と , 神 里 で は 64x 以 上 の も の が 18.8 め で , | 
川 の 13 頭 中 1 頭 , 7.7 を に 比べ て 明らか に 高い 、 ブタ 
は 出産 後 約 8 ヶ月 で 体重 約 80kg 以 上 の 成 豚 に 発育 する 
と され て いる が , 70kg (6 て 7 ヶ月 ) の 若い ブタ で 13 
前 後 で 陽性 率 が 低い が , 71kg 以 上 の 親 ブ タ で は 36.1 
の 高い 陽性 率 が み ら れ , 抗体 価 も 2000x か ら 4096x 
に 達する 高い も の が 多い . ブタ の 種別 か ら み た 陽性 率 , 
抗体 価 は 共に ラン ドレ ス や 混合 雑種 に 比べ チェ スタ ー, 
ラン ドレ ス と チェ エス ター の 雑種 の 方 に 高い 傾向 が み ら 
れ た . ブタ の 種 で トキ ソプラ スマ に 対す る 感受 性 の ち 
2wiEdol5. 最近 島袋 が 沖 編 産 の ブタ で 行っ た 
Sabin-Feldman 色素 試験 で は 64 x 以上 が 40 必 と か な 
り 高 い 抗体 保有 率 が 報 ぜ られ て いる が 居 場 に 運ば れ 食 
用 と な る 成就 し た ブタ で は 高い 抗体 価 を 示す よう に な 
る も の と 思わ れる . 又 雄 よ り 雌 に , し か も 経 産 回 数 の 
多い 雌 に その 率 が 高い この こと も る 人魚 育 期間 が 長く な 
れ ば 抗体 保育 率 が 上 昇 す る こと を 物語 っ て いる . この 
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様 に 住民 の H A 試 験 陽性 率 の 高い 神 里 で は 飼育 ブタ の 
頭数 も 多く , その 抗体 価 も 保有 率 も 高い . これ は 一 応 
住民 の トキ ッ プ ラス マ 感 染 が ブタ の それ と 密接 な 関係 
が ある こと を 示唆 し て いる . し か し 現在 豚 を 飼育 し て 
いる 家庭 と 非 飼 育 の 家庭 と に わけ て 和 住民 の 抗体 保有 状 
況 を 比較 し て みる と , か えっ て 後 考 の 家庭 に その 率 が 
高い 結果 が 得 ら れ , この 成績 か ら は ブタ の 飼育 に 従事 
する こと と 感染 の 間 に は 一 定 の 関係 が 認め 難い . こ 
の こと は 赤十字 病院 入院 患者 8588 名 に つい て も 略 同 様 
な 結果 が 得 ら れ て いる . 人 へ の トキ ソプラ スマ の 感染 
経路 は 先 づ 獣 肉 の 生食 に よる 経口 感染 が 考え られ る . 
その 他 に Ancylostoma, Strongylus, Trichinella, 
Toxocara 等 の 線 虫 類 や , 線 虫 卵 が Cystocarrier Z 
は Trophozoit の 仲介 者 と し て 役割 を 果す 可能 件 に 
つい て , Lacobs(1965), Hatchison (1965), Melton 

(1966), Dubey (1966) な ど が 実験 的 な 検討 を 行っ 
て いる が 確実 で は な い , 

KRIE Collock (1963), 田中 (1958), 小林 (1963), 
Qrestenko (1963), その 他 が 指摘 し て いる よう に , 
ERES, 食肉 業者 , 居 条 場 従業 者 , 臓器 販売 業者 な どの 
間 に 色 素 試験 その 他 の 免疫 反応 が 高 率 に 出る こと や , 
家畜 の 抗体 保有 率 の 調査 が 進む に 従っ て , 人 の トキ ソ 
プラ スマ 感染 の 場 と し て , 家畜 特に ブタ と の 関係 , 7 
らく は 豚肉 と の 接触 が 重要 視 さ れる よう に な っ た . 7 
タ の 抗体 保有 状況 を 調べ た も の に 鈴木 (0960) , 佐藤 
(962 , 長谷 川 ら 1984) , 田中 ら (959 , 望月 
(1960 , その 他 多 く の 報 告 が か ある. その な か で 鈴木 
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著者 は 沖縄 に 於 ける トキ ソプラ スマ 症 感染 の 実態 を 
抗体 商学 的 の 面 か ら 追 完 する 目的 で 沖 統 本 島 南 部 の 一 
農村 南 風 村 の 一 般 住 民 及び 飼育 中 の ブタ を 対象 と し て 
感 作 赤血球 凝集 反応 を 実施 し た . 又 併 せ て 沖 纏 赤 十字 
病院 入院 思 者 に も 同様 検索 を 行っ て 次 の 結果 を 得 た . 

1) 南風原 中 学校 生徒 858 名 の 成績 を みる と その 保 
有 率 抗体 価 共に 3 年 生 に 最も 高い が , 生徒 の 居住 部 落 
に よっ て 大 き ぎ な 保有 率 の 差 が み ら れ る . 

2) 神 里 , 山川 の ご つの 小 部 落 住 民 , ブタ に つい て 
得 た 成績 で は ブタ 飼育 の 盛ん な 前 者 に 人 , ブタ 共に 明 
か に その 保有 率 が 高く , 後者 に 低い . 


は 日 本 全国 か ら 集 め た 豚 の 血清 に つい て 補 体 結合 阻止 
反応 を 実施 し て 平均 8.2 の 陽性 率 を 得 , その 率 は 年 
令 と 共に 上 昇 す る こと を 述べ て いる . 佐藤 は 生後 6 ヶ 
月 迄 の 豚 で 7.525, 2 才 以 上 で 40 多 の 抗体 保有 率 を 認 
dD, ブタ の 感染 は 地域 差 の ほか , 飼育 単位 , 親子 関係 , 
豚舎 の 条件 な ど に よっ て 影響 され る こと を 報告 し て 
いる . 著者 は 南風原 村 で 得 た ブタ の 抗体 保有 率 は これ 
ら の 本 内 地 の そ れ と 比較 し て それ ほど 高い も の で は な 
い が , 沖縄 で は 養豚 が 特に 盛 ん で あり , MELA E 
日 豚肉 を 食べ る 習慣 が ある た め , ブタ が どの よう な 形 
で 人 へ の トキ ソプラ スマ 感染 に 関係 を も ね っ て いる か は 
極め て 重要 な 事項 で ある . 豚 飼育 作業 , MEFO R 
態 や 更に は ブタ 肉 調理 の 過程 , 習慣 な ど を 詳し く 調 べ , 
人 体 へ の 直接 の 或 は ブタ を 介し て の 感染 の 場 を つき と 
め る こと が 必要 で ある . 著者 は 同時 に 沖 纏 赤 十字 病院 
入院 患者 に つい て 同様 A 抗 体 検査 を 行っ て いる が , 
その な か で 脳炎 , REX, 流 早 産 の 症例 で は その 30 多 
に 256 x 以上 の 抗体 価 が 認め られ 4609x 以 上 の 高い も 
の が 28 例 発見 され て る 、 著 者 ら (1962) buo CH 
で の 分 離 に 成功 し た 事実 か ら み て も , これ ら の 中 に は 
トキ ソプラ スマ 感染 に 起因 する 症例 が ふく まれ て いる 
可能 性 が 強い . 

沖縄 本 島 に お ける 人 の トキ ソプラ スマ 抗体 の 分 布 は 
わか ら な い が , 著者 の 入院 思 者 か ら み る と , RE 
30.475, 離島 28.1 多 と 保有 率 が 高く , 中 北 で は これ よ 
り 低 い 19.5 め 。16.6 の 成績 が 得 ら れ て いる . 


要 


3 ) 住民 の 抗体 保有 率 は 年 令 と 共に 上 昇 す る が , 陽 
性 反応 の 年 令 集 積 を みる と 概ね 中 学校 年 令 で ピー ク に 
近い 価 に 達し トキ ッ プ ラス ママ 感染 が 若い 年 令 層 に お 
こる こと が 逢 わ れる . 

4) ブタ に 於 ける 抗体 産 性 は 一 般 に 雄 ょ より 雌 に , 児 
ブタ より 成 ブ タ に 高い . ブタ の 種 で は Chester White 
が 感染 に 対す る 感受 性 が 強い . 

5) 入院 患者 885 名 の 成績 で は 沖 編 南 部 高島 の 患者 
に 陽性 が 高く , 脳炎 , 脳 脊 髄 膜 炎 及 び 頭 痛ん を うっ た え を 
る 患者 に 抗体 価 の 高い も の が 多い . 


本 研究 に あたり 終始 御 懇 切な 御 指導 御 校 関 を 賜っ た 片 峰 大 助教 授 並 びに 村上 及 也 助教 授 に 深 席 する . 
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